
塁言12月号
CONTENTS 

文化人の本音河合隼雄文化庁畏官対談第21回ゲスト加藤 剛さんR俳優

自分の中にもう一人の自分を。．．．．．．．．.....................。•.........................4 

長官コラム 文化庁の抜穴・・・・・・・・・・・・・・...................●● 0 ● ● ●.............................. 9 

わがまちの文化振興条例⑨

鳥取票文化芸術振興条例•。• • • a ● ●・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・...... 22 

いきいきミュージアム 芙術館・博物館事業レポート⑳
中山道広重美術館（岐阜隈） ，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．・・24 

著作権の保護とその例外⑨...................。•...●● 0・・・・・・25

子どもたちから見た伝統的建造物群保存地区

五個荘町金堂（滋賀燥五個荘町） ，．．．．．..・・...……..・・・・・・・・・26

全国発掘調益ホット情報⑤

古墳出現期の集落と墳墓千坊山遺跡群の調査から（富山県）・・・27

l ：旨イニ］；IラL尺夏・ロ'~.......●................・・・・・・・・・・・・28
哨
外来語の現状とその解決のために⑧

謬している外来語はどのように使ってもよいのですか・・・甲斐睦朗・ 29 

探訪日本の世界遺産⑨
世界文化遺産厳島神社（広島票）。．．．．．．.......................30 

日本の伝統美と技を守る人々 選定保存技術保持者痘33
桜井 洋（木工品修理） ．．．．．．．．．．．．......................・・・・ •31

文化ボランティア通信

「文化ポランティア通信」第九号の概要… 0• ………… •32

国宝重要文化財をもっと楽しむ方法一文化財鑑費の手引き一⑨
仏画（仏教絵画）の見方 、..........●........................33 

叫

昴

砂

叩

~
i
~
~
 

~
~
て
~
し

~
~
つ
~

こ言
~

の
~
~
宣
~

と

i

・

コ

員
~
~
ス
の
定

芸
~
~
ネ
作
決

支
~
~
ユ
傑
者

架
~
~
回
の
労

文

~
~
2

産
功

手
~
湯
第
遺
化

若
~
開
の
形
文

と
~
わ
J
無
域

官
~
な
楽
び
地
文及

長

．

き

度

庁

催

お

璃

承

年瑠口

化

開

場

浄

の

5

形

類

文
会
劇

合

談

立

成

人人

河

懇

国

r
r
平

璽
譴
昌
一

9

4
 
4
 

宝印ネの宮

る

申
さ

ネ

上

簑

石

>

3

 

と

申

刀
示

支

暉

七
月特
術
春

美

新

と

神々

『
〖
疇

初
立
こ
ー
1

列

国

飼

国

陳

京

物

良

別

東

博

奈

特

9
9

饂

...........,... 43 

文
化
庁
提
言

日
本
文
化
の
発
信
と
国
際
文
化
の
理
解
：
＇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
吉
尾
啓
介
・
1
0

施策紹介

文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業
に
つ
い
て
：
．．．．．． 
，
 
．．．
 
，：，．， 
．．．
 ’••…………••, 

..... ,
 
.......... ,
'
•
…
…
…
•
•
国
際
課
・
1
2

事例紹介

来
日
芸
術
家
型
文
化
交
流
使
：
＇
•
，
.
,
•
•
…
…
…
,

... 
,
 
............. ,
 
..... ,
 
.. e
 
..... ,
'
:
'
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
国
際
課
・
1
3

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

渡
辺
洋
一
さ
ん
に
闘
＜
／
小
山
内
美
江
子
さ
ん
に
闊
く
，
．．．． 
，；．，09,., .. ,'••…………………………99044 

施策紹介

国
際
交
流
年
事
業
の
推
道
・
…
'
•
…
…
…
…
…
…
…
•
,
:

...... ,
 
..... o
 
.. ,•…••,., 

... 
,
 
...... ,
 
...... ,
 
.... …
…
…
国
際
課
・
1
8

事例紹介

日
本
A
S
E
A
N
交
流
年
二
0
0
三
『
国
際
ア
ニ
メ
。
マ
ン
ガ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
・
・
・
・
'
・
…
…
…
…
…
’
，
・
国
際
課
，
1
9

松
竹
大
歌
舞
伎
近
松
座
訪
露
公
演
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
，
：
近
松
座
事
務
局
・
2
0

二
0
0
三
年
日
本
に
お
け
る
ト
ル
コ
年
：
·
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
,
;
…
…
…
…
尾
畑
幸
・
2
1

今月の
表紙

日本ASEAN交流年2008記念事業
「ミュージカ似舞踊敷l[ReaIizingRama～ラーマーヤナ且

photos : ・salvado「Bernal

新国立劇場スポットライト・・…… •45

1月の国立劇場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46

芸術文化振興基金ニュース・…… ••47

題字デザイン桑山弥三郎



．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

R
 

．
 

゜．
 
．
 
．
 
．
 

Q
 

．
 
．
 
．
 
．
 

R
 

．
 
．
 

。．
 
．
 

。．
 
．
 
．
 

゜．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

心

゜．
 

。

．
 

喝

．
 

言
,
9
 

発
~

際
~

国
~
の＂ヒ・
，ー。文ぃ本~
．
 

日
~
璽

集
特
麟

'............................'...● ●も.........●0 ● ●..............................怨

おさない。みえこ（脚本家）

1930年生まれ。本名：笹平美

江子。主な作品はNHKテレビ

小説『マー姉ちゃん』、 TBSテ

レビ『3年 B組金八先生』、

NHK大河ドラマ『徳川家康』

『翔ぶが如く』など。主な受賞

は1996年日本女性放送者愁談

会SJWRT賞、文化財団橋83寿

賀子賞、 2001年エイボン女性

大賞、 2002年赤い靴児童文化

大賞、 2003年シナリオ切労賞、

尾崎要堂賞など。主な著作には

『3年B組金八先生jシリーズ

全22巻、『できることからはじ

めよう』『「ボス」と慕われた教

師』などがある。
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小
山
内
さ
ん
は
、
人
気
ド
ラ
マ
『
3
年
B
組

金
八
先
生
』

(
T
B
S
)
や
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

『
徳
川
家
康
』
『
翔
ぶ
が
如
く
』
な
ど
の
脚
本
で

有
名
な
脚
本
家
で
す
。
ま
た
、

N
P
O法
人
「
J

H
P
学
校
を
作
る
会
」
の
代
表
と
し
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
戦
争
や
自
然
災
害
で
教

育
が
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学

校
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
活
躍

インタビュー

を
し
て
い
ま
す
。

小
山
内
さ
ん
は
、
八
月
二

0
日
か
ら
九
月
二

四
日
ま
で
一
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
教
育
文
化
発
展
の
た
め
に
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
の
指
導
や
、
教
育
。
文
化
に
関
す
る
交

流
、
請
演
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活
動
を
中
心
に
、

小
山
内
さ
ん
の
ご
活
踵
に
つ
い
て
お
う
か
が
い

し
ま
し
た
。

ー
小
山
内
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

た
。
日
常
生
活
の
中
で
目
撃
す
る
機
会
も
な
い
の
で
、

子
ど
も
よ
り
教
師
を
指
導
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
そ

し
て
三
年
半
が
経
過
し
、
今
年
は
日
・
カ
国
交
樹
立

五
0
周
年
な
の
で
、
記
念
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
向
け

て
特
訓
を
重
ね
、
平
和
行
進
の
先
頭
先
導
を
務
め
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
注
目
を
浴
び
て
、
教
師
に
も
子

ど
も
に
も
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
て
き
た
よ
う
で
楽
し
み

で
な
り
ま
せ
ん
。

ー
ま
た
、
小
山
内
さ
ん
は
現
地
で
、
日
本
の

教
育
・
文
化
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
・
文
化

さ
ん
に
聞
v

脚
本
家
、
J
H
P
学
校
を
作
る
会
代
表

ヽ

教師に対する音楽授業フォローアップワークキャンプ

ま
す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
活
動
を
始
め
た
き

っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

令
私
の
代
表
作
で
も
あ
る
ド
ラ
マ
『
3
年
B
組
金
八

先
生
』
の
ス
タ
ー
ト
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
が
崩
壊

し
、
四
年
足
ら
ず
の
そ
の
間
に
知
識
人
を
は
じ
め
、
約

二
0

0
万
人
の
同
胞
を
虐
殺
し
た
の
が
明
ら
か
に
な

っ
た
一
九
七
九
年
な
の
で
、
私
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら

れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
い
つ
か
あ
の
国
に
行
か
ね
ぱ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
現
し
た
の
が
九
二
年
。

二
0
年
来
の
内
戦
に
終
止
符
を
打
っ
た
パ
リ
和
平
協

定
の
鯛
印
が
な
さ
れ
た
の
で
、
若
い
人
と
と
も
に
行

動
す
る
の
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
く
、
わ
ず
か
で
す
が
難

民
救
援
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
生
か
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

9

ー
現
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
の
中
で
｀
小
山

内
さ
ん
が
同
国
に
独
特
な
も
の
と
し
て
興
味

を
も
た
れ
た
も
の
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

傘―

-
0
年
も
の
長
い
間
、
教
育
も
文
化
も
排
除
＇
破

壊
さ
れ
る
と
、
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
消
失
に

等
し
い
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

学
校
に
は
美
術
の
時
間
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
紙
も

ク
レ
ヨ
ン
も
教
え
る
人
も
な
い
か
ら
で
す
3

け
れ
ど
、

私
た
ち
が
画
材
の
支
援
と
指
導
を
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
の
作
品
は
、
ほ
ん
の
二
、
三
か
月
で
見
違
え
る

よ
う
に
変
化
し
ま
す
。

あ
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
つ
く
っ
た
民
族
の
血

だ
と
納
褐
し
て
し
ま
う
よ
う
な
造
形
感
覚
は
、
実
に

す
ば
ら
し
い
と
い
つ
も
感
動
し
て
し
ま
い
、
現
在
、
首

に
関
す
る
講
演
を
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
聴
衆

の
反
響
は
い
か
が
で
し
た
か
。

喩
建
設
校
の
贈
呈
式
で
は
必
ず
ス
ピ
ー
チ
の
時
間
を

設
定
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
聴
衆
は
教
師
と
生

徒
の
ほ
か
に
、
村
人
や
僻
但
も
い
ま
す
の
で
専
門
的

な
こ
と
よ
り
、
新
し
く
つ
く
っ
た
ト
イ
レ
の
使
い
方
か

ら
術
生
面
へ
の
注
意
な
ど
、
受
け
入
れ
や
す
い
話
と

都
圏
に
四
校
の
モ
デ
ル
校
を
つ
く
灯
集
中
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

ー
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
、
日
本
文
化
の
理

解
゜
浸
透
は
ど
れ
ほ
ど
ま
で
進
ん
で
い
る
か
、

ま
た
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
の
人
々
が
日
本
に
ど
の

よ
う
な
印
象
を
も
っ
て
い
る
か
お
教
え
く
だ

さ
い
。

命
学
校
，
橋
・
道
路
・
病
院
な
ど
を
建
設
支
援
し
て
、
＇

経
済
的
な
収
奪
は
し
て
い
な
い
の
で
、
対
日
感
情
は

と
て
も
よ
い
で
す
ね
。
そ
の
反
面
、
日
本
文
化
の
浸

透
は
歯
が
ゆ
く
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ

ろ
、
入
々
は
実
利
に
の
み
大
き
く
感
謝
し
て
い
る
か

ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

C
D
な
ど
も
海
賊
盤
が
さ
か
ん
な
の
で
、
し
ば
し

ば
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聞
き
ま
す
が
、
入
々
は
、
そ

れ
が
中
国
の
歌
だ
と
思
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。

I
I
今
回
、
文
化
交
流
使
と
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
子
ど
も
た
ち
に
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
指

導
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
苦
労
さ
れ
た
こ

と
や
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
お
間
か
せ

く
だ
さ
い
。

奇
九
五
年
に
持
ち
込
ん
だ
鍵
盤
ハ
！
モ
ニ
カ
と
小
学

一
年
の
音
楽
教
科
書
を
見
て
、
「
残
念
な
が
ら
、
こ
の

符
号
（
音
符
）
を
理
解
で
き
る
教
師
は
い
な
い
3

だ

か
ら
先
生
も
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
首
都
の
教
育
局
長

に
言
わ
れ
て
、
ド
レ
ミ
か
ら
始
め
た
音
楽
敦
育
支
援

で
す
が
、
小
太
鼓
な
ど
の
楽
器
も
紛
れ
込
み
、
こ
れ

を
活
用
し
よ
う
と
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
結
成
し
ま
し

構
成
／
国
際
課
）

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
提
携
し
て
い
る
師
範
学
校
な
ど
で
は
、

日
本
の
教
育
、
文
化
に
対
し
て
大
い
に
関
心
を
も
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
学
ぶ
こ
と
に
熱

心
で
、
逆
に
不
登
校
の
話
な
ど
は
理
解
で
き
な
い
の

で
、
日
本
の
学
校
現
楊
に
つ
い
て
語
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
た
と
き
、
正
直
で
あ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

ー
そ
の
ほ
か
、
今
回
の
文
化
交
流
使
の
派
遍

に
つ
い
て
感
想
な
ど
あ
っ
た
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

令

「

J
H
P
学
校
を
つ
く
る
会
」
と
い
う

N
G
o
を

主
宰
し
て
、
約
―
一
五
名
の
大
学
生
と
毎
年
―
一
回
、
一

か
月
間
は
現
地
入
り
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
文
化

交
流
使
と
い
う
身
分
で
あ
る
と
説
明
し
、
J
H
P
活

動
と
の
滉
同
は
避
け
ま
し
た
。

文
化
交
流
使
の
名
刺
も
見
せ
る
と
「
よ
か
っ
た
1,

や
っ
ば
り
偉
い
入
だ
っ
た
の
だ
」
と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
あ
っ
て
、
こ
そ
ば
ゆ
く
か
つ
複
雑
な
思
い
が
し
ま

し
た
。し
か
し
一
一
年
間
定
斯
的
に
通
っ
て
で
き
た
人
脈

が
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
理
解
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
し
て
も
ら
え
た
り
す
る
の
で
す
か
ら
、
来
年
度
か

ら
も
、
特
に
途
上
国
へ
は
交
流
使
の
派
遣
は
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な

ど
は
難
し
い
で
す
が
、
土
着
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
胸

を
打
た
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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文
化
庁
提
言
】

著
作
物
の
円
滑
な
利
用
・
流
通
を
目
指
し
て

【
有
識
者
提
言
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モ
バ
イ
ル
が
切
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拓
く
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
の
未
来
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…
…
…
…
岸
原
孝
昌

活
性
化
す
る
放
送
番
組
の
二
次
利
用

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
上
原
伸
一

回
曰
国
国

今
月
号
は
、
日
本
文
化
の
国
際
発
信
を
中
心
と
し
た
、
国
際

文
化
交
流
に
つ
い
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
今
年
の
三
月
に
国
際

文
化
交
流
懇
談
会
の
報
告
誉
が
ま
と
め
ら
れ
、
平
成
一
五
年
度

か
ら
日
本
文
化
を
積
極
的
に
海
外
に
紹
介
し
よ
う
と
い
う
取
組

の
一
っ
と
し
て
、
文
化
庁
文
化
交
流
使
の
派
遣
が
始
ま
り
ま
し

こ。t
 国
際
文
化
交
流
と
い
う
と
、
一
見
難
し
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
例
え
ば
、
海
外
に
旅
行
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
観

光
客
が
来
た
と
き
に
、
日
本
の
文
化
や
私
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て

少
し
で
も
話
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
は
立
派
な
国
際
文
化
交

コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
促
進
に
つ
い
て

．
 

♦
特
集
◆

♦
長
官
対
談
◆

‘
【
文
化
人
の
本
音
】
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

奥

村

信

之

彫

刻

家

[
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
】

◆
連
載
●

【
わ
が
ま
ち
の
文
化
振
興
条
例
】

三
重
県
四
日
市
市

【
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ー
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
ト
ー
】

斎
宮
歴
史
博
物
館
（
三
重
県
）

【
著
作
権
の
保
護
と
そ
の
例
外
】

【
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
】

佐

原

市

佐

原

（

千

葉

県

）

．

【
全
国
発
掘
調
査
ホ
ッ
ト
情
報
】

紫
香
楽
宮
ほ
か
（
滋
賀
県
）

【
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
】

平
成
一
六
年
度
支
援
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

【
外
来
語
の
現
状
と
そ
の
解
決
の
た
め
に
】

…
…
…
…
…
…
…
…
甲
斐
睦
朗
国
立
国
語
研
究
所
所
長

I

探
訪
日
本
の
世
界
遺
産
】

古
都
奈
良
の
文
化
財
（
奈
良
県
）

【
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

裏
彩
色
の
ひ
み
つ

【
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
】

左
官
（
京
壁
）
•
佐
藤
治
男

◆
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
◆

文
化
庁
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
一
五
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
表
彰
者
決
定

流
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち

が
自
国
の
文
化
を
見
直
し
、
ま
た
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
歌
舞
伎
、
能
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
芸
能
の
み

な
ら
ず
、
ア
ニ
メ
、
映
画
な
ど
、
新
た
な
日
本
文
化
が
世
界
で
認

め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
よ
う
な
文
化
を
さ
ら
に

世
界
中
に
広
め
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
、
日
本
の
誇
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
つ
い
て
も
、
世
界
中
に

広
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

(

T

) ほか

文化庁月報 12月号（通巻423)

移
転
の
お
知
ら
せ

文
化
庁
は
平
成
一
六
年
一
月
五
日

（
月
）
よ
り
左
記
へ
移
転
い
た
し
ま
す
。

代
表
電
話
は
、
従
来
と
同
じ
番
号
を
使

用
し
ま
す
が
、
直
通
電
話
、
F
A
X
に

つ
い
て
は
、
番
号
が
変
更
に
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

〒
1
0
0
ー
八
九
五
九

東
京
都
干
代
田
区
丸
の
内
ニー五ー＇一

0
-
ニ
ー
五
二
五
三
ー
四
一
こ
（
代
表
）
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